
「流産の疑いがある」と言われた方へ 
〜これからの過ごし方と、治療についてご案内します〜

　流産とは 
妊娠全体の約10〜15%は自然に流産に至るとされています。

特に妊娠初期（12週未満）の流産は頻度が高く、その多くは胎児側の

染色体異常が原因です。これは誰のせいでもなく、ご本人の行動や生活習慣に

よって起こるものではありません。

■ 自然流産：自然に胎嚢（赤ちゃんを包んでいる袋）が排出される状態

■ 稽留流産：胎児が発育せず、胎嚢（赤ちゃんを包んでいる袋）が子宮内に残り、

出血や痛みが起きていない状態

※胎嚢（赤ちゃんを包んでいる袋）内に、胎児を認めることもあれば、

胎児を認めないこともあります。

　今わかっていること 
・診断内容：
　胎児が確認できない・胎児の心拍が止まっている・その他（＿＿＿＿＿＿＿＿＿）

　今後の選択肢
■手術（吸引式子宮内容除去術）：麻酔下(静脈麻酔)で子宮内の胎嚢を取り除く処置です。　

　日程を調整し、日帰り入院で対応します。

■待機療法（自然排出）：ご自宅で自然に流産が進行するのを待つ方法です。

　出血や痛みが長引く可能性があり、最終的には手術が必要となることもあります。

どちらを選ぶかは、ご希望と診察所見をもとに一緒にご相談して決めてまいります。

　手術の概要と注意点 
・静脈麻酔（点滴で眠くなる薬）を使用し、短時間だけ眠っている間に手術を行います。　

　全身麻酔とは異なり、人工呼吸器などを使用することは基本的にありません。

・処置は10〜15分ほどで終了し、通常は日帰り可能です 。

・術後は安静に過ごし、感染や出血に注意していただきます。

　（抗生物質・子宮収縮促進剤の内服をしていただきます。）

・合併症：子宮穿孔や子宮内感染などにより総合病院で治療が必要となる合併症が稀に

　発生することがあります。胎盤遺残の場合には、再手術の可能性もあります。

　検体検査について 
・手術で取り出した胎嚢（赤ちゃんの袋）は、病気が隠れていないかを調べるために病理

　検査に出します。まれに「胞状奇胎(ほうじょうきたい)」やがんの原因になる細胞が

　含まれていることがあるためです。

・ご自宅で自然に出てきた場合（待機療法）、うまく検査に出せないことがあります。

・ご希望があれば、赤ちゃんの染色体を調べる検査も可能ですが、通常は流産を2回以上

　経験された方におすすめしています。（※自費かつ高額：5万〜24万円前後）

※この検査は、手術の清潔な環境で採取する必要があるため、ご自宅で自然に出てきた

　場合（待機療法）には行うことができません。

内診で子宮の入り口を開きやすくした後、
1時間程度安静にしていただきます。
その後、手術室へ移動し、麻酔にて眠ったことを
確認してから、子宮内に吸引管を入れます。

エコーにて確認しながら、吸引管で子宮内を
吸引します。
手術後は、しばらく安静にした後、最後に診察を
して終了となります。
※処置の合併症として、子宮穿孔や感染症があります。
また、胎盤遺残の場合、再手術の可能性もあります。

胎嚢

吸引管

　ご自宅で気をつけていただきたいこと
以下の症状があれば、早めにご連絡ください。 

・多量の性器出血（通常生理の2倍以上など） 

・強い腹痛が続く 

・38℃以上の発熱がある 

・意識がもうろうとする、息苦しさがある など

　

　気持ちの整理のために
今すぐ決めなくても大丈夫です。不安や悲しみがあるのは当然です。

当院ではその不安や悲しいお気持ちに寄り添いながら進めてまいります。

不明点、ご不安がある際は、遠慮なくご連絡下さい。

ご不安な点があれば、他院でのご相談(セカンドオピニオン)もご案内可能です。

その際には紹介状をご用意いたします。(別途費用)

　次回来院のご案内 
目安：3日〜7日後

ご予約：@Link予約アプリ／お電話（TEL: 0297-47-2055）

　

　時間外対応に関する費用について
当院は個人診療所のため、夜間や休日の救急対応には時間外加算（自費）を

お願いしております。ご理解の程、何卒宜しくお願いいたします。
　※夜間：17:00〜翌8:00

上記は一般的な目安であり、実際の診療内容や処置に応じて費用が前後する

場合がございます。

↑＠リンクの登録が
まだの方はこちら

〒300-2417　茨城県つくばみらい市富士見ヶ丘1-28-3 
TEL：0297-47-2055 FAX：0297-47-2066
HP：https://tsukubamirai-endo-ladies.com


